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■表紙の写真説明

４月号　目 次

　３月４日、さつま町神子地区で「第

２回ほたるの里ジョギング大会」が開

催されました。

　５km、３km、1.2kmの３つのコース

が用意されたこの大会で、約３００人

の選手がそれぞれのペースで走りまし

た。

　また、開会式では、先日行われた

「地区対抗女子駅伝」と「県下一周駅

伝」に出場された本町出身選手の紹介

もあり、一緒にレースに出場しました。

　レース終了後は、地元の婦人部によ

る豚汁も振舞われ、選手は疲れを癒し

ていました。

２　平成24年度施政方針の概要

４　平成24年度当初予算

22　がんばれ！スポーツ少年団

６　まちのニュース

16　川内川激特
　　鶴田ダム再開発速報

10　危険廃屋解体撤去補助金
　　のお知らせ　　

11　埋蔵文化財の保護について

12　町イメージキャラクター
　　愛称決定　

13「吹奏楽の町」さつま町の紹介

21　がんばれ認定農業者

18　くらしの情報

14　ためになる「お口のお話し」

15　保健師だより

17　まちの園芸作物紹介
　　新規認定農業者の紹介

24　人・夢
　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

－駆け抜けろさつま路－

第２回ほたるの里
　　　　　ジョギング大会

　
政
府
は
、
「
日
本
再
生
の
基
本

戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
、
「
危
機

の
克
服
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
挑

戦
」
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
復

興
を
始
め
と
す
る
新
成
長
戦
略
の

実
行
加
速
・
強
化
と
併
せ
、
新
た

な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
む
け
た
取
組

み
な
ど
４
項
目
の
基
本
的
な
考
え

方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
社
会
保
障
の
機
能
の
強

化
、
安
定
的
財
源
確
保
を
目
指
し

「
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
」

な
ど
12
項
目
に
わ
た
る
基
本
方
針

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
の
予
算
に
お
い
て
は
、

「
行
政
刷
新
・
新
し
い
公
共
等
の

推
進
」
「
国
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
」
「
地
域
主
権
改
革
・
地
域

活
性
化
の
推
進
」
な
ど
７
項
目
に

わ
た
る
政
策
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
、
前
年
度
を
僅
か
な
が

ら
下
回
る
予
算
規
模
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
今
日
の
地
方
公
共
団
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
や
高
齢
社
会
の
進
展
、

さ
ら
に
昨
年
成
立
し
た
地
域
主
権

改
革
に
係
る
一
括
法
に
よ
り
国
の

権
限
や
財
源
を
精
査
し
な
が
ら
、

地
方
へ
の
大
胆
な
権
限
移
譲
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
自
ら
の
判
断
に
基

づ
き
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

よ
り
一
層
の
行
政
手
腕
が
問
わ
れ

る
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、

私
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
も

と
よ
り
、
全
職
員
の
英
知
を
結
集

し
、
確
固
た
る
意
思
を
持
っ
て
希

望
の
持
て
る
次
代
を
切
り
開
い
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
町
長
と
し
て
の
任

期
最
後
の
１
年
で
あ
る
と
と
も
に
、

町
政
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
の
使

命
を
締
め
く
く
る
年
と
な
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
就
任
以
来
、
町
政
推

進
の
指
針
と
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
３
つ
の
姿
勢
、
戦
略
宣
言

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
４
つ
の
政
策

の
柱
に
つ
き
ま
し
て
、
個
々
の
事

業
の
評
価
を
ふ
ま
え
、
そ
の
成
果

を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
志
を

高
く
し
て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
合
併
後
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

役
場
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
お
示

し
し
な
が
ら
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
に
よ
り
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
国
内
外

で
多
発
す
る
自
然
災
害
等
に
対
処

す
る
危
機
管
理
拠
点
施
設
で
も
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
度

に
お
い
て
現
庁
舎
の
一
部
取
り
壊

し
を
行
い
、
本
体
工
事
に
着
手
し

平
成
26
年
度
の
完
成
を
目
途
に
推

進
し
、
更
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
川
激
特
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
24
年
度
で
各
事
業
計
画

区
域
に
お
け
る
工
事
が
全
て
完
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
来
年
早
々
に

は
災
害
か
ら
の
復
興
と
未
来
へ
の

飛
躍
を
願
い
、
国
、
県
や
被
災
地

域
住
民
を
交
え
て
「
災
害
復
興

祭
」
を
執
り
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
工
事
の

促
進
を
図
り
、
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
町
内
の
交
通
対
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
公
共
交
通

体
制
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
11
月
の
先
行
実
施
地
区
に
引

き
続
き
、
本
年
４
月
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
の
実
証
運
行
を
全
町
的
に
実
施

し
、
新
た
な
「
地
域
公
共
交
通
元

年
」
と
位
置
づ
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
安
全
で
安
心
な
生

活
環
境
基
盤
を
整
え
つ
つ
も
、
一

方
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に

よ
る
地
域
間
競
争
が
ま
す
ま
す
激

し
さ
を
増
し
て
き
て
お
り
、
わ
が

町
の
「
貴
重
な
地
域
資
源
の
活

用
」
や
「
人
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
さ
ら
な
る
町
の
活
性
化

へ
向
け
継
続
し
た
取
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
昨
年
度
選
考
い
た
し
ま
し
た

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ロ
ゴ

マ
ー
ク
等
を
活
用
し
て
、
町
の
強

み
や
魅
力
を
町
内
外
に
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
戦
略
的
な
情
報
発

信
事
業
に
取
り
組
み
、
本
町
が

「
人
・
物
・
金
・
情
報
」
の
活
発

な
交
流
拠
点
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

２広報さつま３ 広報さつま

①
豊
か
な
地
域
資
源
を
核
と
し
た

 

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

②
思
い
や
り
と
温
か
さ
が
育
む

　
地
域
福
祉
創
造
の
ま
ち

さつま町

③
教
育
と
文
化
の
薫
る

　
生
涯
学
習
推
進
の
ま
ち

④
自
然
と
調
和
し
た

　
便
利
で
快
適
な
ま
ち

さつま町

⑤
人
々
の
生
活
視
点
か
ら
創
る

　
環
境
美
化
の
ま
ち

⑥
住
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち

さつま町

－平成24年度６つの町政推進方策－

日 髙 政 勝

さつま町長

■
具
体
的
な
計
画
（
一
部
抜
粋
）

■
具
体
的
な
計
画
（
一
部
抜
粋
）

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
や
「
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
」
へ
の
取
り
組
み
の
支
援
を
強
化

鳥
獣
害
対
策
の
強
化
　
▽
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
の
活
用
促
進
　
▽
「
薩
摩
西
郷
梅
生
産
組
合
」
と
連
携

地
域
特
産
品
の
６
次
産
業
化
の
推
進
　
▽
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
と
連
携
し
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

「
薩
摩
の
さ
つ
ま
」
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
推
進

お
茶
の
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
等
に
よ
る
生
産
安
定
対
策
や
リ
ー
フ
茶
の
消
費
拡
大
の
推
進
　

多
頭
飼
育
農
家
の
飼
料
生
産
基
盤
や
農
業
用
施
設
等
の
整
備
促
進
　
▽
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
た
「
さ
つ
ま
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立

優
良
雌
牛
保
留
導
入
、
肥
育
素
牛
導
入
助
成
充
実
　
▽
「
さ
つ
ま
町
の
農
業
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
展
開

集
落
営
農
推
進
　
▽
県
営
農
道
、
用
排
水
施
設
、
農
林
災
害
整
備
、
団
体
営
た
め
池
整
備

集
約
的
な
森
林
施
業
の
推
進
や
、
効
率
的
な
林
道
等
路
網
整
備
の
促
進

豊
富
な
竹
資
源
を
活
か
し
た
竹
材
の
生
産
・
活
用
促
進
　
▽
「
さ
つ
ま
た
け
の
こ
」
生
産
拡
大
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
　
▽
虎
居
商
店
街
の
街
路
灯
の
整
備
　
▽
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
推
進

「
さ
つ
ま
町
雇
用
創
造
推
進
協
議
会
」
各
種
研
修
等
の
実
施
に
よ
る
雇
用
対
策
　
▽
「
特
得
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
発
行

「
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
対
策
　
▽
交
流
人
口
増
対
策

合
宿
の
町
「
さ
つ
ま
町
」
の
Ｐ
Ｒ
　
▽
企
業
誘
致
対
策
、
定
住
促
進
対
策

町
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
推
進
対
策
　
▽
郡
医
師
会
と
連
携
し
、
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
査

「
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
（
特
定
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
）
」
、
各
ワ
ク
チ
ン
な
ど
任
意
予
防
接
種
助
成

こ
う
の
と
り
支
援
事
業
（
不
妊
治
療
助
成
）
▽
妊
婦
の
歯
科
無
料
健
診
を
実
施

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
（
災
害
時
要
援
護
者
在
登
録
制
度
、
福
祉
無
線
通
報
シ
ス
テ
ム
、
公
民
会

「
福
祉
部
」
の
設
置
の
推
進
な
ど
） 

▽
障
害
者
用
自
動
車
改
造
費
助
成
事
業

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
手
当
　
▽
多
子
世
帯
を
含
め
た
保
育
料
の
軽
減
措
置

第
３
期
障
害
者
福
祉
計
画
に
基
づ
く
各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
　
▽
発
達
障
害
者
療
育
等
支
援

「
町
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」
「
町
人
権
教
育
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
人
権
教
育
並
び
に
啓
発
の
促
進
　

「
学
校
応
援
団
活
動
推
進
事
業
」
の
実
施
　
▽
「
こ
ど
も
図
書
館
～
え
ほ
ん
の
森
～
」
の
利
用
を
促
進
　
▽
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

ふ
る
さ
と
体
験
塾
、
「
さ
つ
ま
の
日
」
の
推
進
　

「
た
く
ま
し
く
志
の
高
い
児
童
生
徒
」
の
育
成
（
基
礎
学
力
向
上
、
道
徳
教
育
充
実
、
気
力
・
体
力
向
上
）

「
学
校
適
正
化
計
画
」
策
定
　
▽
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
活
用

学
校
耐
震
化
推
進
　
▽
吹
奏
楽
セ
ミ
ナ
ー
、
優
れ
た
楽
団
の
鑑
賞
の
実
施
　
▽
町
史
編
纂
、
民
話
集
、
人
物
伝
の
編
集
資
料
収
集

「
北
薩
横
断
道
路
」
の
早
期
開
通
と
「
広
瀬
道
路
」
か
ら
「
泊
野
道
路
」
間
の
調
査
区
間
へ
の
早
期
格
上
要
請
　
▽
山
崎
団
地
建
替

「
さ
つ
ま
町
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
　
▽
消
防
施
設
資
材
の
整
備
　
▽
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化

青
森
県
鶴
田
町
・
中
種
子
町
と
の
大
規
模
災
害
時
応
援
協
定
の
締
結
　
▽
交
通
安
全
対
策

家
庭
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
用
助
成
創
設
　
▽
ご
み
処
理
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
作
業
民
間
委
託

ご
み
減
量
対
策
（
紙
製
容
器
包
装
、
乾
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
）
▽
不
法
投
棄
・
悪
臭
防
止
対
策

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
に
係
る
助
成
創
設

行
財
政
改
革
推
進
　
▽
公
共
施
設
（
公
園
）
の
一
元
管
理
化
　
▽
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築

共
生
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
検
討
委
員
会
の
設
置
　
▽
町
外
在
住
者
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催

友
好
交
流
自
治
体
と
の
民
間
交
流
を
主
体
と
し
た
交
流
の
継
続
　
▽
地
域
公
共
交
通
町
内
全
域
実
証
運
行

平成24年度施政方針の概要
　
平
成
24
年
３
月
定
例
議
会
で
日
髙
町
長

は
、
「
平
成
24
年
度
施
政
方
針
」
を
述
べ

ま
し
た
。

　
今
回
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
全
文
は
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

施
政
方
針

　
　
の
概
要

施
政
方
針

　
　
の
概
要

平
成
24
年
３
月
定
例
議
会
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４広報さつま５ 広報さつま

　
歳
入
で
は
、
町
の
人
口
な
ど

に
基
づ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、

総
額
の
４５
％
を
占
め
る
５６
億
６
，

４
７
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ほ
か
国
・
県
支
出
金
や
町

債
を
合
わ
せ
た
依
存
財
源
は
９２

億
９
，
８
９
７
万
円
で
、
予
算

全
体
の
７４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
税

金
は
１８
億
８
，
１
９
４
万
円
で
、

総
額
の
１５
％
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
他
の
分
担
金
や
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主

財
源
は
３２
億
８
，
７
０
３
万
円

で
、
予
算
全
体
の
２６
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
　
入

　
歳
出
で
は
、
町
民
の
福
祉
充

実
の
た
め
の
民
生
費
が
３５
億
２
，

５
９
２
万
円
と
最
も
多
く
、
総

額
の
２８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
町
の
借
入
金
返
済
の

た
め
の
公
債
費
２４
億
７
，
１
５

４
万
円
で
約
２０
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
町
の
財
政
や
企
画
な
ど

を
行
う
総
務
費
が
１７
億
８
，
０

５
９
万
円
、
生
活
基
盤
と
な
る

道
路
整
備
や
公
営
住
宅
整
備
の

た
め
の
土
木
費
が
１１
億
１
，
０

８
６
万
円
、
学
校
・
社
会
教
育

の
た
め
の
教
育
費
が
１０
億
６
，

２
０
７
万
円
、
農
林
水
産
業
振

興
の
た
め
の
農
林
水
産
業
費
が

９
億
２
，
６
８
８
万
円
、
健
康

づ
く
り
や
ご
み
収
集
な
ど
の
た

め
の
衛
生
費
が
８
億
７
，
７
８

１
万
円
。
以
下
消
防
、
防
災
対

策
の
た
め
の
消
防
費
等
が
続
い

て
い
ま
す
。

歳
　
出

前年比
２億円の減

国民健康保険事業特別会計 …… ３３億７，０１１万円 農業集落排水事業特別会計 ……… ４，３００万円

水道事業会計 ……… １億９，３９３万円

簡易水道事業会計 ……… ４億６９３万円

後期高齢者医療特別会計 ………… ３億１，４０８万円

介護保険事業特別会計 ………… ２９億５，６７３万円

介護サービス事業特別会計 …………… ２，３８９万円

　２４年度末の基金（貯金）残高見込額は、

２３年度末残高より５，６２３万円増の

５１億６，０２５万円となります。

　２４年度は、役場庁舎建設事業や公共交

通対策（コミュニティバスや乗合タクシ

ー）、また災害など緊急時の対策に基金を

活用していきます。

　２４年度末の町債（借金）残高見込額は、

２３年度末残高より１１億５９４万円減の

１５８億３，３３２万円となります。

　主に建設事業や歳入の不足を補うための

財源として借り入れますが、新たな借入は

毎年一定額内に留め、町債残高が継続的に

減少していくよう努めていきます。

基
金
（
貯
金
）

町
債
（
借
金
）

148,660円

高齢者や
児童福祉などに

104,205円

借入金返済に

75,073円

庁舎管理や
情報化推進などに 

47,833円

道路・河川・公園の
整備などに 

44,779円

学校・公民館などに 

37,010円

健康づくりや
ごみ処理などに 

22,140円

消防・救急活動などに 

6,558円

議会活動経費などに 

44,393円

産業振興などに 

町民一人当たりの予算

５３０，６５１円

１世帯当たりの予算

１，２６７，０８９円

平成24年３月１日現在推計人口

平成24年３月１日現在世帯数

●２３，７１８人

●９，９３３世帯

一般会計の主な事業

・所管事務調査（先進地調査）等旅費 …………… ２４９万円　

・庁舎建設に伴う解体及び浄化槽設置費等 … ６，４７７万円

・公共交通運営費等（コミュニティバス・乗合タクシー）… ５，６５９万円

・危険廃屋解体撤去費補助費 ……………………… ９００万円

・佐志ニュータウン住宅用地販売助成金 ………… ４００万円

・保育所運営費 …………………………… ７億４，４１８万円

・児童手当（子ども手当） ……………… ３億８，２２９万円

・養護老人ホーム措置費 ………………… １億２，１１５万円

・社会福祉協議会運営補助費 ………………… ３，０００万円

・特別保育事業費（休日・延長保育） ……… ２，２０７万円

・シルバー人材センター運営補助費 ……………… ８９０万円

・予防接種費（予防接種委託・接種補助） … ６，５８７万円

・乳幼児医療助成費 …………………………… ４，２７９万円

・がん検診事業費（検診無料クーポン券等） … ２，３５９万円

・妊婦健診・不妊治療・里帰り出産診療費等助成 … １，８５４万円

・太陽光発電システム設置補助（対象７０戸） … ７３５万円

・環境保全事業（不法投棄パトロール・看板設置） … ４２０万円

・中山間地域整備事業費（柏原・宮之城地区） …… ９，６６０万円

・肉用牛振興事業費（優良雌牛保留導入補助等） … １，３８２万円

・有害鳥獣捕獲事業費（捕獲報償等） ……………… １，３１２万円

・特産振興対策事業費（優良種子購入補助等） …… １，１３７万円

議会費

総務費

衛生費

農林水産業費

民生費

一般
会計

特別
会計

企業
会計

一般
会計

歳入
125億
8,600万円

町税
188,194万円(15.0％）

諸収入
42,457万円(3.4％)

地方交付税
566,474万円(45.0％)

町債
112,430万円
(8.9％)

地方譲与税
19,600万円(1.6％)

地方消費税交付金
19,000万円(1.5％)

その他
4,780万円(0.4％)

国庫支出金
109,229万円
(8.7％)

県支出金
98,484万円
(7.8％)

繰入金
37,809万円(3.0％)

繰越金ほか
23,219万円(1.8％)

分担金・負担金
17,447万円 (1.4％)

使用料及び手数料
19,477万円(1.5％)

自主財源

依存財源

昨年度から実証運行が行われている乗合タクシー

・商店街街路灯整備費（虎居町商店街） …… １，２５０万円

・プレミアム商品券発行事業補助 ………………… ５００万円

・旅館業等施設整備事業補助 ……………………… ４００万円

・観光案内板整備費 ………………………………… ２５０万円

・道整備交付金道路整備事業費（９路線） … ５億１，４７９万円

・過疎対策道路整備事業費（７路線） … １億１，６５８万円

・公共施設一括管理整備事業（草払い・剪定等） … １，８００万円

・かぐや姫グラウンド改修工事費（排水対策等） … ４，０００万円

・耐震性貯水槽設置工事（４カ所） ………… ３，０００万円

・消防ポンプ車・小型ポンプ購入 …………… ２，２４０万円

・消防車庫新築工事（船木分団） …………… １，３５０万円

・子ども図書館運営費 ………………………… １，４１０万円

・埋蔵文化財発掘調査事業（４カ所） ……… １，３１５万円

・小学校パソコン借上料・購入費 ………………… ８１４万円

商工費

土木費

消防費

教育費

億 万円

民生費
352,592万円(28.0％)

公債費
247,154万円
(19.6％)総務費

178,059万円
(14.1％)

土木費
111,086万円
(8.8％)

教育費
106,207万円
(8.4％)

農林水産業費
92,688万円(7.4％)

衛生費
87,781万円(7.1％)

消防費 52,510万円(4.2％)

議会費
15,555万円(1.2％)

商工費
12,603万円(1.0％)

災害復旧費等費
2,365万円(0.1％)

歳出
125億

8,600万円

平
成
24
年
度
当
初
予
算

平成２４年度の町の当初予算をお知らせします。一般会計予算は、

１２５億８，６００万円で、前年度に比べて２億円、１．６％の減となりました。

ひ
と
・
自
然

　
　
元
気
か
が
や
く
　
さ
つ
ま
町



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の

　
　
　
　
選
手
も
参
加

国
土
交
通
大
臣
が
来
町

激
特
事
業
な
ど
視
察

な
で
し
こ
リ
ー
グ

「
岡
山
湯
郷
Ｂ
e
l
l
e
」

　
　
　
さ
つ
ま
町
キ
ャ
ン
プ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て

元
気
で
す
！

さ
つ
ま
町
青
年
団

求
名
小
児
童
が

　
車
椅
子
を
寄
贈

地
元
農
産
物
を

使
っ
て
ピ
ザ
づ
く
り

■
閉
講
式
　

体
験
活
動
を
通
じ
て
子

ど
も
達
も
大
き
く
成
長

見
事
な
薄
紫
色
に

消
防
長
表
彰
を
授
与

永
野
　
ア
ロ
ン
電
機
㈱

「
さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾
」

鶴
田
区
　
上
埜
さ
ん

う
え   

の

６広報さつま７ 広報さつま

　
３
月
１９
日
か
ら
２４
日
に
か
け
て
、

日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
な

で
し
こ
リ
ー
グ
）
に
所
属
す
る

「
岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
」
が
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゴ
ル
フ
リ
ゾ

ー
ト
京
セ
ラ
（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
）

で
初
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま

し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
に
あ
わ
せ
て
、

種
田
佳
織
監
督
と
日
本
代
表
Ｇ
Ｋ

の
福
元
美
穂
選
手
（
指
宿
市
山
川

出
身
、
神
村
学
園
卒
）
、
日
本
代

表
Ｍ
Ｆ
宮
間
あ
や
選
手
に
イ
チ

ゴ
、
ト
マ
ト
を
激
励
品
と
し
て
贈

り
ま
し
た
。

　
種
田
佳
織
監
督
は
「
さ
つ
ま
町

で
、
し
っ
か
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
ん
で
、
４
月
１５
日
の
開
幕
に
備

え
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
月
１０
日
、
平
成
２３
年
度
の

体
験
塾
の
最
後
の
活
動
「
ピ
ザ

作
り
・
閉
講
式
」
が
鶴
田
保
健

セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
塾
生
３９
名
は
、
生

地
か
ら
手
作
り
し
た
ピ
ザ
を
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ピ
ザ
の
生
地
や
ト
ッ
ピ
ン
グ

の
材
料
は
、
町
内
産
に
こ
だ
わ

っ
た
も
の
を
使
用
し
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
の

「
食
」
に
つ
い
て
も
意
識
し
て

も
ら
え
る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
１９
日
、
前
田
国
土
交
通
大

臣
、
関
水
管
理
・
国
土
保
全
局
長

（
旧
河
川
局
長
）
、
中
嶋
九
州
地

方
整
備
局
長
が
鹿
児
島
県
内
の
直

轄
（
国
）
事
業
の
進
捗
状
況
視
察

と
し
て
、
川
内
川
激
特
事
業
の
虎

居
地
区
築
堤
や
推
込
分
水
路
及
び

鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
の
視
察
に

来
ら
れ
、
日
髙
町
長
と
久
保
川
内

川
河
川
事
務
所
長
が
案
内
し
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
町
長
か
ら
は
、
激
特

事
業
に
よ
り
景
観
や
文
化
な
ど
町

づ
く
り
に
配
慮
さ
れ
た
整
備
や
梅

雨
期
の
洪
水
低
減
効
果
が
発
現
さ

れ
地
域
の
安
全
安
心
が
確
保
さ
れ

た
こ
と
へ
の
お
礼
、
及
び
再
開
発

事
業
の
今
後
の
計
画
的
推
進
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
３
月
１３
日
、
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
か
ら
青
年
海
外
協

力
隊
と
し
て
ト
ン
ガ
王
国
へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
さ
れ
る
、
本
町
紫

尾
出
身
の
弓
山
大
輔
さ
ん
が
町
長

を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
事
業
は
発
足
以
来
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
等
を
は
じ
め
各
国
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、
開
発
途

上
国
の
国
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に

協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
弓
山
さ
ん
は
、
専
門
で
あ
る
森

林
の
分
野
を
活
か
し
、
森
林
の
抱

え
る
問
題
や
環
境
問
題
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
貢
献
し
な

が
ら
、
新
た
な
こ
と
を
勉
強
し
た

い
と
、
３
月
２２
日
に
２
年
間
の
活

動
に
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
地
で
の
弓
山
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
の
３
月
２６
日
に
６
人
で
発

足
し
た
さ
つ
ま
町
青
年
団
で
す
が
、

こ
の
１
年
間
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
２３
年

度
に
行
っ
た
主
な
活
動
を
２
つ
ほ

ど
紹
介
し
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
夏
祭
り
の
ね
ぶ
た

運
行
で
、
踊
り
手
・
囃
し
方
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　
青
森
県
鶴
田
町
の
方
々
や
中
高

生
な
ど
町
民
の
方
々
と
一
緒
に
ね

ぶ
た
運
行
を
行
い
、
非
常
に
良
い

経
験
と
思
い
出
を
得
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
「
親
子
で
楽
し
む
遊

び
」
で
、
初
め
て
自
分
た
ち
で
計

画
し
た
事
業
（
正
月
の
遊
び
体
験
、

コ
マ
回
し
・
餅
つ
き
等
）
を
行
い
、

多
く
の
ご
家
族
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
福
島
英
之
団
長
は
「
楽
し
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

設
立
し
て
一
年
目
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
苦
労
も
あ
り
ま
し

た
が
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の
頑
張

り
の
お
か
げ
で
、
無
事
１
年
間
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

１
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
現
在
、
青
年
団
員
は
１２
人
と
な

り
ま
し
た
。

 

「
み
ん
な
で
一
緒
に
活
動
を
し

て
み
た
い
」
「
自
分
で
考
え
た
ア

イ
デ
ィ
ア
を
実
行
し
て
み
た
い
」

と
い
う
方
は
、
さ
つ
ま
町
青
年
団

長
　
福
島
英
之 

０
８
０
（
１
７
０

５
）
６
６
４
９ 

ま
た
は
、
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
（
内
線
２
５

３
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
グ
で
も
さ
つ
ま
町

青
年
団
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

（http
:/
/
b
lo
g
.liv
e
d
o
o
r.jp
/

sa
tsu
m
a
ty
o
u
-
se
in
e
n
d
a
n
/

）

　
３
月
１３
日
、
求
名
小
学
校
児
童

が
、
普
段
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
集
め

た
プ
ル
タ
ブ
で
車
椅
子
を
購
入
し
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　
求
名
小
学
校
児
童
が
集
め
た
プ

ル
タ
ブ
は
、
住
友
生
命
保
険
相
互

会
社
が
行
う
福
祉
事
業
で
見
事
な

「
車
椅
子
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

　
贈
呈
式
で
、
西
孝
一
求
名
小
学

校
校
長
は
、
「
み
な
さ
ん
が
や
っ

て
来
た
こ
と
が
形
に
な
っ
て
、
困

っ
て
い
る
人
の
役
に
立
ち
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
コ
ツ
コ
ツ
続
け
て
く

だ
さ
い
」
と
児
童
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。

 

「
ふ
る
さ
と
体
験
塾
」
で
は
、

異
年
齢
の
子
ど
も
達
が
集
ま
り
、

毎
月
、
さ
つ
ま
の
日
を
中
心
に

色
々
な
体
験
や
交
流
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
を
通
じ
て
自
主
性
や
積

極
性
、
忍
耐
力
な
ど
育
ま
れ
、

子
ど
も
達
の
成
長
に
繋
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
２４
年
度
も
引
き
続
き
、
こ
の

体
験
塾
を
実
施
し
、
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
再
発
見
や
将
来
の
さ

つ
ま
町
を
担
う
「
さ
つ
ま
っ
子
」

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
鶴
田
地
区
城
内
公
民
会
の
上
埜

富
雄
さ
ん
所
有
の
イ
ワ
ツ
ツ
ジ

（
ハ
ヤ
ト
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
）
が
、

今
年
も
見
事
に
開
花
し
ま
し
た
。

　
イ
ワ
ツ
ツ
ジ
は
、
上
埜
さ
ん
が

種
か
ら
育
て
て
植
栽
し
、
約
１
ha

の
敷
地
に
５
０
０
０
本
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
薄
紫
色
に
染
ま
っ
た
イ
ワ
ツ
ツ

ジ
山
に
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

見
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
寒
さ
の
影
響
で
例
年

よ
り
も
１０
日
ほ
ど
開
花
が
遅
れ
ま

し
た
が
、
３
月
１９
日
に
は
、
近
く

の
つ
る
だ
同
朋
保
育
園
の
園
児
が

訪
れ
お
花
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
２０
日
に
は
鶴
田
区

主
催
の
す
い
せ
ん
ロ
ー
ド
や
イ
ワ

ツ
ツ
ジ
山
を
コ
ー
ス
と
し
た
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　
２
月
１０
日
、
永
野
区
に
工
場
が

あ
る
、
ア
ロ
ン
電
機
㈱
で
消
防
長

表
彰
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
１２
月
２１
日
に
永

野
吉
川
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
い
て
、
同
従
業
員
の
方
々
が
連

携
し
迅
速
的
確
な
通
報
と
初
期
消

火
及
び
関
係
者
の
保
護
に
努
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
表
彰
で
あ
り
ま

す
。
　
当
日
は
髙
木
消
防
長
よ
り
坂
元

剛
社
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
坂

元
社
長
は
「
従
業
員
の
機
転
に
よ

り
、
隣
接
へ
の
延
焼
が
な
く
て
よ

か
っ
た
で
す
。
」
と
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

虎居築堤から推込分水路を視察する前田大臣（中央）

児童から河野武雄町社会福祉協議会長に贈呈されました

日髙町長を表敬訪問した弓山大輔さん（中央）

地元の方に手ほどきをうけながら餅を丸めます・・・

多くの参加者で賑わった「親子で楽しむ遊び」

花見に訪れたつるだ同朋保育園児と記念撮影を行う上埜さん

激
励
品
を
受
け
取
る
選
手
た
ち

▲

▲

さ
ら
に
お
い
し
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に

盛
り
付
け
も
工
夫
し
ま
す

▲

表
彰
式
後
の
記
念
撮
影

閉講式終了後の記念撮影



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

㈱
サ
ト
ウ
精
工

　
立
地
協
定
調
印
式

第
７
回
二
階
堂
旗
争
奪

さ
つ
ま
町
綱
引
選
手
権
大
会

森
林
・
林
業
体
験
活
動

収
穫
が
楽
し
み
！

移
動
宇
宙
教
室

宇
宙
へ
の

ロ
マ
ン
が
広
が
る

美
味
し
い
パ
ン
で

　
　
お
腹
も
パ
ン
パ
ン
だ
ぁ
！

楽
し
く
学
ぶ
地
産
地
消
③

増
や
せ
交
流
人
口

祝
　
１
０
５
歳

宮
崎
県
か
ら
も
来
町

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
ト
ラ
イ

ち
び
っ
こ
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

山
下
さ
ん
へ
記
念
品
贈
呈

き
の
こ
コ
マ
打
ち
、
竹
細
工
・
筍
掘
り

体
験
を
実
施

町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

８広報さつま９ 広報さつま

　
さ
つ
ま
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
で
は
、
森
林
体

験
学
習
の
一
環
と
し
て
「
き
の

こ
コ
マ
打
ち
体
験
」
と
「
竹
細

工
・
筍
掘
り
体
験
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
２
月
１８
日
、
時
吉
地
区
の
木

の
子
の
楽
校
で
実
施
し
た
「
き

の
こ
コ
マ
打
ち
体
験
」
に
は
、

１３
人
が
参
加
し
、
１
５
０
本
の

「
ほ
だ
木
」
に
ド
リ
ル
で
穴
を

開
け
、
き
の
こ
の
コ
マ
打
ち
を

行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雪
が
降
る
寒
い
中

で
の
作
業
で
し
た
が
、
参
加
者

は
、
コ
マ
打
ち
し
た
ほ
だ
木
を

自
家
栽
培
用
と
し
て
、
一
人
２

本
ず
つ
喜
ん
で
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
３
月
１０
日
に
は
、
午

前
中
に
県
立
北
薩
広
域
公
園
で

「
竹
細
工
体
験
」
、
昼
食
後
は

泊
野
地
区
で
「
筍
掘
り
体
験
」

が
あ
り
、
３４
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
普

段
使
い
慣
れ
な
い
小
刀
な
ど
を

使
っ
て
保
護
者
と
一
緒
に
竹
と

ん
ぼ
や
竹
カ
ッ
ポ
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。

　
筍
掘
り
体
験
で
は
、
自
分
で

探
し
、
掘
っ
た
筍
に
と
て
も
満

足
し
た
様
子
で
し
た
。

　
２
月
２３
日
「
株
式
会
社
サ
ト
ウ

精
工
」
の
工
場
増
設
に
係
る
立
地

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
社
は
、
日
本
特
殊
陶
業
株
式

会
社
宮
之
城
工
場
の
協
力
工
場
と

し
て
、
平
成
元
年
４
月
に
旧
宮
之

城
町
の
倉
内
工
業
団
地
に
設
立
さ

れ
、
現
在
、
自
動
車
プ
ラ
グ
部
品

を
は
じ
め
、
精
密
機
械
部
品
、
医

療
機
器
部
品
な
ど
幅
広
い
分
野
で

生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
工
場
増
設
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
点
火
プ
ラ
グ

（
グ
ロ
ー
プ
ラ
グ
）
を
は
じ
め
、

精
密
機
械
部
品
の
更
な
る
増
産
体

制
を
確
立
す
る
た
め
に
決
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
操
業
開
始
予
定
は
、
本
年
９
月

で
あ
り
、
新
規
に
１２
人
の
雇
用
を

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
１２
日
、
第
７
回
二
階
堂
旗

争
奪
さ
つ
ま
町
綱
引
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
さ
つ
ま
町
体
育
協
会
）

が
宮
之
城
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
部
に
１８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
男
女
混
成
の
部

　
　
　
　 

（
参
加
４
チ
ー
ム
）

　
優
　
勝
　
泊
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
準
優
勝
　
平
川
ド
リ
ー
ム
ス

■
一
般
男
子
の
部

　
　
　
　 

（
参
加
５
チ
ー
ム
）

　
優
　
勝
　
平
川
ぼ
っ
け
も
ん

　
準
優
勝
　
チ
ー
ム
き
ら
ら

■
小
学
生
フ
リ
ー
の
部

　
　
　
　 

（
参
加
３
チ
ー
ム
）

　
優
　
勝
　
佐
志
小
ド
リ
ー
ム
エ
イ
ト

　
準
優
勝
　
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
６
年
生

■
小
学
生
２
８
０
kg
以
下
の
部

　
　
　
　 

（
参
加
６
チ
ー
ム
）

　
優
　
勝
　
佐
志
っ
子
ミ
ラ
ク
ル
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
準
優
勝
　
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
男
組

　
２
月
１７
日
、
流
水
小
学
校
で
、

き
の
こ
コ
マ
打
ち
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
北
薩
地
域

振
興
局
が
森
林
・
林
業
体
験
活
動

の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

町
内
で
は
流
水
小
学
校
の
ほ
か
に
、

鶴
田
小
学
校
、
柊
野
小
学
校
、
紫

尾
小
学
校
、
佐
志
小
学
校
、
永
野

小
学
校
の
６
校
で
体
験
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
し
た
児
童
は
、
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
、
ド
リ
ル
で
「
ほ
だ

木
」
に
穴
を
開
け
た
あ
と
一
つ
一

つ
「
種
コ
マ
」
を
打
ち
込
ん
で
い

き
ま
し
た
。 

　
２
月
２３
日
、
紫
尾
小
学
校
で
種

子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
宇
宙
科
学
技

術
館
に
よ
る
「
移
動
宇
宙
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
柊
野
小
学
校
児
童

も
参
加
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

の
映
像
紹
介
、
宇
宙
服
や
宇
宙
食

の
観
賞
が
行
わ
れ
た
後
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
早
速
校

庭
で
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
宇
宙
教
室
に
参
加
し
た
、
紫
尾

小
学
校
４
年
生
の
舟
倉
朱
梨
さ
ん

は
「
ビ
デ
オ
で
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
ぶ

所
を
見
た
ら
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に

行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

春
か
秋
く
ら
い
に
家
族
で
旅
行
に

行
き
た
い
で
す
」
と
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
薩
摩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

３
月
１
日
に
地
産
地
消
・
食
育
の

一
環
と
し
て
、
町
内
産
の
小
麦
を

使
用
し
た
パ
ン
を
初
め
て
学
校
給

食
で
提
供
し
、
薩
摩
中
学
校
で
生

産
者
の
方
々
と
交
流
給
食
を
実
施

し
ま
し
た
。 

　
昨
年
「
あ
な
が
わ
営
農
組
合
」

な
ど
で
生
産
さ
れ
た
小
麦
が
、
パ

ン
用
小
麦
粉
と
し
て
製
品
化
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
県
内
で
は
唯
一

地
元
産
の
小
麦
粉
で
製
造
さ
れ
た

パ
ン
を
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
組
合
長
の
佛
渕
澄

男
さ
ん
か
ら
小
麦
生
産
の
話
を
聞

い
た
後
、「
か
お
り
が
ち
が
う
！
」

「
ホ
ン
ト
に
お
い
し
い
ね
ぇ
」
と

笑
顔
の
こ
ぼ
れ
る
交
流
給
食
と
な

り
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
１
０
５
歳
・
１
１
０

歳
に
到
達
さ
れ
た
長
寿
者
に
記
念

品
を
贈
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
１５
日
、
戸
子
田
公
民
会
の

山
下
フ
チ
エ
さ
ん
が
１
０
５
歳
に

到
達
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
町
か
ら

家
紋
入
り
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
記
念
品
贈
呈
は
、
入
所
さ
れ
て

い
る
介
護
老
人
保
健
施
設
で
、
お

孫
さ
ん
や
職
員
の
方
に
見
守
ら
れ

た
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
生
き
の
秘
訣
を
伺
う
と
、

「
親
か
ら
丈
夫
な
身
体
を
も
ら
い
、

自
然
体
で
生
き
て
き
た
こ
と
」
と

話
さ
れ
、
お
孫
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
穏
や
か
に
過
ご
し
て
欲
し

い
」
と
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
２
月
１５
日
現
在
、
１

０
０
歳
以
上
の
方
が
２１
人
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
１
０
５
歳
が
最

高
齢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
月
２５
日
、
北
薩
広
域
公
園
多

目
的
広
場
に
お
い
て
「
第
７
回
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
in
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ

ン
ド
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
４

小
学
校
か
ら
４
年
生
以
上
の
１０
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
大
会
運
営
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
日
本
特
殊
陶
業
ラ

グ
ビ
ー
部
に
よ
る
ラ
グ
ビ
ー
教
室

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
成
績
と
個
人
の
表
彰
者
（
最
多

ト
ラ
イ
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
■
優
　
勝
　
永
野
戦
隊
永
野
マ
ン

　
　
　
　
　
（
永
野
小
）

■
準
優
勝
　
ガ
ン
バ
盈
進

　
　
　
　
　
（
盈
進
小
）

■
第
３
位
　
永
野
ス
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
（
永
野
小
）

■
男
子
の
部
　
小
田
原
　
海
永

　
（
永
野
小
６
年
）
１５
ト
ラ
イ

■
女
子
の
部
　
上
　
友
香

　
（
永
野
小
５
年
）
１０
ト
ラ
イ

　
３
月
１０
～
１１
日
、
宮
崎
県
か
ら

の
農
家
民
宿
研
修
視
察
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
入
は
、
宮
崎
県
川
南

町
地
場
産
業
振
興
会
の
１４
人
の
皆

さ
ん
で
、
１０
日
の
午
前
中
に
佐
志

地
区
の
農
家
民
宿
「
山
崎
農
場
」

に
到
着
し
、
ピ
ザ
作
り
・
そ
ば
打

ち
体
験
の
あ
と
４
軒
の
農
家
民
宿

に
分
か
れ
て
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
柏
原
地
区
の
農
家

民
宿
と
食
品
加
工
の
製
造
・
販
売

を
行
う
「
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
さ
つ
ま
」

で
、
か
る
か
ん
な
ど
の
菓
子
作
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
、
「
こ
の
研

修
視
察
を
機
会
に
宮
崎
県
川
南
町

で
も
農
家
民
宿
の
数
を
増
や
し
て

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

調印後握手を交わす前田北薩地域振興局長
佐藤代表取締役社長、日髙町長（左から）

水しぶきを上げて勢いよく飛び出すペットボトルロケット

中学生と一緒に給食を食べる佛渕澄男組合長

熱戦が繰り広げられた会場

筍を彫り終えた泊野地区の竹林で記念撮影

親
子
で
竹
細
工
体
験

▲

贈られた家紋入り記念品と山下さん

トライできたか？

Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
さ
つ
ま
で
記
念
撮
影

▲

指
導
を
受
け
な
が
ら
「
ほ
だ
木
」
に

穴
を
開
け
て
い
き
ま
す
。

▲
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【
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
限
定
】

　
町
で
は
、
町
内
の
景
観
及
び
町
民
の
安
心
安
全
な
住
環
境
の

確
保
を
図
る
た
め
、
危
険
廃
屋
の
解
体
・
撤
去
に
係
る
経
費
の

一
部
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

※
申
込
時
点
で
解
体
工
事
に
着
手
、
ま
た
は
、
申
請
手
続
き
中
に
着
手

し
た
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
の
流
れ

①工事計画書（事前申請書）

③補助金交付申請書（工事完了後30日以内に申請）

④書類審査・完了現地確認調査

⑤補助金交付決定通知

⑥補助金の支払い

②解体工事業者の確認

　（※廃棄物処理に関する資格を有する者か確認）

※解体工事業者は、町内に本店や

営業所があり、本町建設工事入札

参加資格者で解体工事及び廃棄物

処理に関する資格を有する者でな

ければなりません。

◆
家
屋
等
を
解
体
撤
去
し
た
場
合
に
は
、
税
務
課
に
家
屋
滅

失
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
家
屋
等
を
撤
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
固
定
資
産
税
が
増
額

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
法
務
局
に
滅
失
登
記
の
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
住
宅
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
軽
減
特
例
を
受
け
て
い
る
場
合
】

　
宅
地
の
課
税
は
、
２
０
０
㎡
ま
で
は
６
分
の
１
に
、
２
０
０
㎡
を
超

え
住
宅
の
10
倍
の
面
積
ま
で
３
分
の
１
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
住
宅

の
滅
失
に
よ
り
、
軽
減
特
例
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
解
体
工
事
を
行
お
う
と
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　さつま町には、約２４０箇所の遺跡が存在します。

　これらの遺跡内や、隣接する場所で土木工事等（一般住宅・店舗・駐

車場・宅地造成など）を行う場合は、遺跡が壊される前に発掘調査を行

い、遺跡の情報を記録保存する必要があります。

　町内で、土木工事等を計画する際は、計画地が遺跡の範囲内や隣接す

る場所ではないか、さつま町教育委員会文化課へお問い合わせください。

■工事計画地が、遺跡内にあったときはどうしたらいいか？

　文化財保護法第９３条第１項に基づく届出を、さつま町教育委員会文化課へ提出してください。提出書類に基

づき、遺跡の性格と工事計画（工事期間、建築工事や埋設物の設置等に伴い掘削する深さ、面積など）から、以

下に示す（１）～（３）のいずれかの対応を協議させていただきます。

①試掘・確認調査

　工事計画地の一部に「トレンチ」と呼ばれる小規模の溝を重機や人力で掘り、どのくらいの深さに遺跡が存在

するのかなどを把握するための調査を行います。

※個人住宅建設においては、浄化槽設置部分の調査がほとんどですが、付帯設備の造成（駐車場の造成や進入口

の設置など）により掘削を伴う場合は、その部分を含めて協議させていただきます。調査は、工事の内容と掘削

面積にもよりますが、おおよそ１日から２日かけて行います。費用は教育委員会文化課が負担します。

②本調査

　試掘・確認調査により、本調査を行う必要があると判断した場合、日程等を調整し、本調査を行います。

　個人住宅建設や携帯電話基地局建設等は、試掘・確認調査で終わることがほとんどですが、大型店舗建設や農

地改良などの大規模な造成の場合は、試掘・確認調査の結果次第で、本調査に移行することがあります。本調査

の経費については、工事発注者と協議し、一部負担をお願いする場合があります。現地での発掘調査が終了次第、

工事に着工できます。調査終了後は、報告書を作成して完了です。

　遺跡に及ぶ影響がほとんどない場合は、工事に着工できます。

　ただし、工事の際に埋蔵文化財が発見された場合は、教育委員会文化

課に報告し、対応を協議してください。

　その他、不明な点等ございましたら、下記までご連絡ください。

　遺跡に及ぶ影響が少ないと判断した場合、教育委員会文化課の職員が

着工時に立ち会います。

（１）発掘調査

（２）工事立ち会い

（３）慎重工事

■さつま町教育委員会文化課　さつま町船木３０２番地

 （宮之城文化センター内）　電話（５３）１７３２（直通）

埋蔵文化財の保護守ろう文化財！守ろう文化財！

町
中
学
校

　
　
合
同
学
習
会

～
四
中
学
校
が
学
び
合
う
～

　
２
月
２９
日
、
宮
之
城
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
、
町
内
四

中
学
校
の
一
、
二
年
生
全
員
が

一
堂
に
会
し
た
学
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
各
校
が
学
習
発
表
を
行
い
学

び
合
い
を
行
っ
た
後
、
鹿
児
島

市
鴨
池
公
民
館
長
丸
山
屋
敏
先

生
の
「
心
に
残
る
五
人
の
教

え
」
と
題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
、

「
時
間
の
大
切
さ
」
「
自
分
の

良
さ
の
発
見
」
「
人
の
影
で
支

え
る
こ
と
の
大
切
さ
」
等
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
お
互
い
刺
激
を
受
け
、
切
磋

琢
磨
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

各
校
の
発
表
内
容

■
山
崎
中
学
校

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）

　
学
校
紹
介
（
二
年
生
）

　
平
和
学
習
（
二
年
生
）

■
宮
之
城
中
学
校
（
英
語
）

　
学
校
紹
介

「
Ｏ
ｕ
ｒ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
」

　
　
　
　
　
（
一
年
生
）

　
英
語
暗
唱

「
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｕ
ｎ
」

　
（
二
年 

逆
瀬
川
朋
佳
さ
ん
）

■
鶴
田
中
学
校
（
音
楽
）

　
学
校
紹
介

　
　
　
　
（
生
徒
会
役
員
）

 

ク
ラ
ス
合
唱
「
道
」

　
　
　
　
（
二
年
一
組
）

■
薩
摩
中
学
校
（
国
語
）

　
学
校
紹
介
（
生
徒
会
長

 

二
年 

本
村
真
梨
子
さ
ん
）

　
作
文
朗
読

「
運
が
良
か
っ
た
ん
だ
よ
」

（
一
年 

磯
部
栞
さ
ん
） 

「
こ
こ
で
良
か
っ
た
」

（
二
年 

小
永
田
つ
ぐ
み
さ
ん
）

鶴
田
中
学
校
二
年
一
組
の
合
唱

▲

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
さ
つ
ま
町
役
場
　
企
画
課
　
地
域
振
興
係

　
　
　
　
（
内
線
２
２
２
３
・
２
２
２
６
）

【
補
助
の
要
件
】

 

・ 

解
体
撤
去
費
用
が
３０
万
円
以
上
に
な
る
工
事

 

・ 

屋
根
・
柱
な
ど
の
主
要
構
造
物
が
朽
ち
る
等
に
よ
り
、
使
用
す
る

　
　
こ
と
が
不
能
で
あ
る
建
物

 

・ 

他
の
公
共
事
業
等
の
補
償
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

 

・ 

町
内
の
解
体
撤
去
業
者
を
利
用
す
る
こ
と

 

・ 

町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

【
補
助
金
額
】

 

・ 

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
で
上
限
は
３０
万
円

 

・ 

補
助
金
の
申
請
は
１
人
１
回
限
り

 

・ 

補
助
金
は
、
予
算
に
到
達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す

【
補
助
対
象
経
費
】

 

・ 

住
宅
、
住
宅
に
付
随
す
る
倉
庫
及
び
車
庫
、
店
舗
併
用
住
宅
の
解

　
　
体
撤
去
費
用

【
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
】

 

・ 

家
財
道
具
、
機
械
、
地
下
埋
設
物
等
の
処
分
費
用

【
補
助
金
の
交
付
手
続
き
】

　
　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
工
事
着
手
前
に
事
前

　
審
査
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
役
場
企
画
課
地
域
振
興
係
に

　
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
・
・
・
・

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
補
助
事
業
に
つ
い
て



み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ
で

演
奏
す
る
宮
之
城
吹
奏
楽
団

▲

幅
広
い
世
代
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

▲
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簡
単
な
読
み
書
き
計
算
の
学
習
で
、
認
知
症
の
予
防
と
、
仲
間
づ
く

り
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
で
す
。

　
週
１
回
３０
分
程
度
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
学
習
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
教
室
が
な
い
日
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
毎
日
学
習
が
継
続

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

【
対 

象 

者
】
概
ね
６５
歳
以
上
の
元
気
な
方

　
　
　
　
　
（
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
）

【
募
集
人
員
】
各
会
場
１０
名
～
２０
名
　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

【
教 

室 

日
】
平
成
２４
年
６
月
～
１１
月

【
開
催
場
所
】
求
名
交
流
館
↓
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
鶴
田
中
央
公
民
館
↓
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
屋
地
楽
習
館
↓
毎
週
木
曜
日
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
永
野
交
流
館
↓
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
※
参
加
者
を
考
慮
し
て
会
場
の
変
更
は
可
能
で
す
。

【
教 

材 

費
】
１
か
月
　
約
２
，
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
週
１
回
の
教
室
学
習
と
毎
日
の
自
宅
学
習
の
教
材
費
）

【
申
込
方
法
】
５
月
１１
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
室
で
高
齢
者
と
交
流
し
な
が
ら
、
助
言
や
指
導
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
で
す
。

【
対 

象 

者
】
概
ね
６０
歳
ま
で
の
方
で
高
齢
者
の
健
康
増
進
及
び
介
護

　
　
　
　
　
　
予
防
に
理
解
の
あ
る
方
。

　
　
　
　
　
　
ま
た
、
事
前
研
修
（
１
回
）
に
参
加
可
能
な
方
。

【
活
動
内
容
】
学
習
者
と
の
交
流
や
助
言
・
指
導

　
　
　
　
　
（
サ
ポ
ー
タ
ー
１
人
に
学
習
者
２
人
程
度
）

【
申
込
方
法
】
５
月
２
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
生
活
リ
ズ
ム
の
一
つ
に
な
っ

　
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。

●
忘
れ
た
こ
と
を
思
い
出
せ
る

　
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

●
読
み
の
教
材
の
中
に
昔
話
や

　
童
話
が
あ
る
の
で
自
分
が
小

　
学
校
だ
っ
た
と
き
、
学
芸
会

　
の
劇
に
出
演
し
た
こ
と
を
思

　
い
出
し
懐
か
し
い
思
い
出
に

　
浸
れ
る
。

●
１
週
間
が
く
る
の
が
待
ち
遠

　
し
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

介
護
保
険
課
介
護
予
防
係

（
さ
つ
ま
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

電
話
（
52
）
４
６
９
０
（
直
通
）

　
　
　
役
場
（
内
線
２
１
７
１
）

　
こ
の
事
業
は
、
元
気
な
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
町
内
の
介
護
保
健
施

設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
、
そ
の
実
績
に
応
じ
て
付
与

さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
数
に
対
し
て
年

間
最
大
６
，
０
０
０
円
の
交
付
金

を
受
け
取
る
事
が
で
き
る
も
の
で

す
。
　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
貢
献

や
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
で
、
ご

自
身
の
健
康
維
持
と
介
護
予
防
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
３
月
１０
日
に
開
催
さ
れ
た
研
修

会
に
は
約
６０
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
課
介
護

予
防
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

介護支援ボランティア研修会の様子

　
昭
和
１４
年
に
盈
進
尋
常
小
学
校

職
員
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
創
設

を
き
っ
か
け
に
、
県
内
最
初
の
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
が
創
設
さ
れ
、
そ

の
後
、
盈
進
国
民
学
校
、
宮
之
城

中
学
校
と
引
き
継
が
れ
、
山
崎
中

学
校
に
も
吹
奏
楽
部
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
３１
年
か
ら
３３
年
に

は
、
宮
之
城
中
学
校
吹
奏
楽
部

が
、
全
国
２
位
、
５
位
、
６
位
と

い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
、
宮

之
城
高
校
（
現
薩
摩
中
央
高
校
）
、

盈
進
小
学
校
に
も
吹
奏
楽
部
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
今
日
ま
で
に
、
各
団
体
と
も
県

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
持
続
し
、
数

々
の
九
州
大
会
出
場
等
の
実
績
を

残
し
、
県
内
外
に
「
吹
奏
楽
の

町
」
と
し
て
名
を
馳
せ
て
き
ま
し

た
。
　
こ
の
よ
う
に
吹
奏
楽
の
歴
史
も

長
く
、
小
・
中
・
高
校
・
一
般
に

ま
で
吹
奏
楽
部
（
楽
団
）
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
『
吹
奏
楽
の
町
』
と

し
て
の
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
宮
之
城
吹
奏
楽
団
は
、
今
年
で

創
立
２７
年
の
県
内
有
数
の
吹
奏
楽

団
で
す
。

　
創
立
は
、
山
崎
中
、
宮
之
城
中

学
校
に
在
任
中
、
九
州
大
会
に
１０

回
出
場
す
る
と
い
う
優
れ
た
成
績

を
残
さ
れ
た
、
故
・
手
塚
一
郎
先

生
の
教
職
退
職
を
機
に
、
当
時
の

宮
之
城
中
・
宮
之
城
高
校
吹
奏
楽

部
の
卒
業
生
と
、
友
人
・
知
人
を

集
め
て
結
成
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、

手
塚
先
生
自
ら
も
３
年
間
指
揮
者

を
努
め
ら
れ
、
現
在
の
吹
奏
楽
団

の
礎
を
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
現
在
の
指
揮
者
で
あ

る
幸
喜
隆
先
生
の
も
と
、
平
成
７

年
度
に
九
州
大
会
に
初
出
場
し
、

平
成
１１
年
度
か
ら
３
年
連
続
で
九

州
代
表
と
し
て
全
国
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
、
平
成
２１
年
度
に

は
８
年
ぶ
り
４
回
目
の
全
国
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
も
果
た
し
ま

し
た
。
昨
年
も
鹿
児
島
県
代
表
と

し
て
九
州
大
会
に
出
場
。
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
虎
視
眈
々
と
狙
い

つ
つ
、
練
習
を
重
ね
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
結
成
当
初
か
ら
す
る
と
、
メ
ン

バ
ー
も
だ
い
ぶ
変
わ
り
、
最
大
で

６５
名
い
た
団
員
も
今
で
は
３０
名
程

度
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で

も
さ
つ
ま
町
を
拠
点
と
し
て
、
県

内
各
地
か
ら
団
員
が
集
ま
り
、
週

末
ご
と
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
の
３
／
４
は
、

さ
つ
ま
町
以
外
の
出
身
者
で
す
が
、

そ
れ
で
も
片
道
１
時
間
以
上
か
け

て
参
加
す
る
団
員
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
、
「
宮
之
城
」
と
い

う
土
地
で
育
っ
た
「
吹
奏
楽
」
に

対
し
て
愛
着
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
元
さ

つ
ま
町
に
残
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ

Ｇ
の
方
、
吹
奏
楽
に
興
味
の
あ
る

方
、
ぜ
ひ
練
習
を
覗
い
て
み
て
、

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
演
奏
依
頼
が
年
５
・
６

回
程
度
あ
り
、
お
月
見
コ
ン
サ
ー

ト
や
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ
の
出
演
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
時
期
は
、

毎
年
鹿
児
島
市
で
開
催
す
る
定
期

演
奏
会
に
向
け
て
日
々
練
習
し
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
、
『
宮
之
城
吹
奏
楽

団
』
の
み
ん
な
で
奏
で
る
演
奏
会

を
、
ぜ
ひ
一
度
聴
い
て
・
見
て
・

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

■
第
25
回
定
期
演
奏
会

★
日
時
　
平
成
２４
年
４
月
３０
日
　

（
振
替
休
日
・
月
）

　
　
午
後
１
時
３０
分
開
場

　
　
午
後
２
時
開
演

★
場
所

　
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
第
一
）

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　
楽
団
事
務
局
メ
ー
ル

n
e
ic
y
a
n
@
sp
a
c
e
.o
c
n
.n
e
.jp

携
帯
０
９
０
（
８
２
８
９
）

１
８
８
９
事
務
局
知
識
ま
で

　
さ
つ
ま
町
の
元
気
・
魅
力
を
象

徴
し
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
「
さ

つ
ま
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
名
前
（
愛
称
）
を
１
月
か
ら
募

集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
町
民
、

さ
つ
ま
町
出
身
者
の
皆
様
か
ら
１

０
５
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
厳
正
な

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
「
さ
つ
ま

る
（
ち
ゃ
ん
）
」
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
後
、
さ
つ
ま
町
の
顔
と
し
て
、

町
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
い
た
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
つ
ま
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
町
民
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
た
め
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
、
今
回
、

決
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
さ
つ
ま
る
（
ち
ゃ
ん
）
を
は
じ

め
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
積
極
的
な
活
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
さ
つ
ま
町

役
場
総
務
課
政
策
推
進
係
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

（
政
策
推
進
係 

内
線
２
２
１
６
）

「
脳
の
す
こ
や
か
塾
」
参
加
者
募
集

「
脳
の
す
こ
や
か
塾
」
参
加
者
募
集

「
脳
の
す
こ
や
か
塾
」
と
は
？

「
脳
の
す
こ
や
か
塾
」
学
習
サ
ポ
ー
タ
募
集

「
脳
の
す
こ
や
か
塾
」
学
習
サ
ポ
ー
タ
募
集

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

現在、自主講座開催中！見学大歓迎！！

・鶴田中央公民館（火）…９時３０分～

・求名交流館（火）………９時３０分～

・永野交流館（木）……１３時３０分～

介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　
が
始
ま
り
ま
し
た

～
参
加
者
の
声
～

イメージキャラクター

名前（愛称）決定!
今度名前を決めてもらった「さつまる」です。
これからいろんなところで、さつま町のＰＲを
していきますので、応援よろしくお願いします！

さつま町

●
宮
之
城
吹
奏
楽
団

「
吹
奏
楽
の
町
さ
つ
ま
」

　
　
　
　
　
を
牽
引
す
る

●
「
吹
奏
楽
の
町
」
と
は
？

「
吹
奏
楽
の
町
」

　
　
　
さ
つ
ま
町

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！

さ
つ
ま
る

（
ち
ゃ
ん
）



こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です 健康さつま21 年１回がん検診を受けましょう

14広報さつま15 広報さつま

　日本人の死因の第１位はがんです。年間３０万人を超える人ががんにより命を落としています。さつま町

でも、全国同様３人に１人の方が、がんで亡くなっています。

　早期がんは、大きさだけで言えば、約２㎝までが目安になります。

　しかし、１㎝以下のがんは検査をしても見つけることが難しいのが

現状です。

　この１㎝から２㎝のうちにがんを見つけることが大切です。

　がんが１㎝の大きさになるまでには、がん細胞ができてから約１５

年かかりますが、１㎝から２㎝の大きさになるには、たった１年半の

期間しかありません。

　１～２年ごとに検診を受けなければ、がんを早期に発見できない計

算になります。

　がんを予防する生活習慣を心がけても、がんを完全に防ぐことはできません。しかし、早い段階で、がんを

発見できれば治る確率がかなり高くなります。「症状がないから検診は受けない」「症状がでたら病院に行く

から大丈夫」というのは大きな間違いです。症状がないうちから定期的に検診を受け続けることが、がんの早

期発見・早期治療、大切な命を守ることへつながります。

　検診は受診すれば終わりではありません。「詳しい検査が必要」となられた方は、病気の有無を確認し、必

要な場合は適切な治療を受けることが、健康寿命の延伸につながります。

　平成２４年度のがん検診の申込みをされた方には、検診

前に、受診票をお届けします。申込みを忘れた方は、健康

増進係にお問い合せください。

精密検査は必ず受けましょう

症状がないうちから定期的ながん検診を受けましょう

早期にがんを発見できる時間は限られています

さつま町の３人に１人が「がん」で亡くなっています

お問い合わせ先：健康増進課 健康増進係

　　　　　　　（内線２１４３・２１４４）

「
寝
た
き
り
予
防
の
切
り
札
・
口
腔
ケ
ア
術
」
の
題
目
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
た

め
し
て
が
っ
て
ん
」
に
て
放
送
。

　
口
の
機
能
は
体
力
と
同
様
、
年
齢
と
と
も
に
自
然
に
低
下
し
て
い

く
う
え
に
、
弱
り
始
め
て
も
普
段
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
早
め
に
対
策
を
講
じ
て
「
お
い
し
く
食
べ
て
」
「
楽
し
く
語
る
」
生

き
生
き
し
た
生
活
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　

　
次
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
（
こ
こ
２
、
３
年
の
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
）

回答例　Ａ：よくある　Ｂ：ときどき　 Ｃ：なし

質　問　事　項 回　答

１ 物が飲みこみにくいと感じることがありますか？

２ 食事中にむせることがありますか？

３ お茶を飲むときにむせることがありますか？

４ のどに食べ物が残る感じがすることがありますか？

５ 食べるのが遅くなりましたか？

６ 硬いものが食べにくくなりましたか？

７ 口から食べ物がこぼれることがありますか？

８ 食事中、食後のすぐあと、声がかすれてきませんか？

９ 家族や友人に何回も聞きなおし、されないですか？

10 夜、咳で目が覚めたり寝れないときがありますか？

11 夜、のどが渇いて目が覚めますか？

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

た
め
に
な
る
「
お
口
の
お
話
し
」

薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
監
修

以上の項目で【Ａ】に該当する方は口の機能が弱っている可能性があります。

【Ｂ】の方は要注意です。

参)　嚥下障害ポケットマニュアル　医歯薬出版

１ 欠けてとんがって舌やどてに痛みや傷はありますか？

２ 「つっさ・歯の根っこ」だけで食べていますか？

３ ぐらぐらして噛みにくい歯がありますか？

はい ・ いいえ

はい ・ いいえ

はい ・ いいえ

＊早めに治療すれば早く良くなりますよ

１歯について

はい ・ いいえ

はい ・ いいえ

はい ・ いいえ

１ 入れ歯が痛い、ゆるい、汚いなど我慢して利用している

２ 入れ歯にひびが入っている、こわれていますか？

３ 噛めないからはずして歯無しで食べていませんか？

＊たいてい修理できますよ！

２入れ歯について

下記のような症状をほっておくと口の機能が弱ってきます。それが栄養状態

を低下させ肺炎を起こしやすくなり寝たきりを招きます。調べてみましょう。
＊
好
き
な
も
の
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て

　
み
ん
な
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

＊
ご
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
近
所
に
気

　
に
な
る
方
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
さ
ら
に
、
寝
た
き
り
、
寝
た
き
り
に
近
い
方
で
食
事
に
困

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
歯
科
医
院
へ
行
け
な
い
方
に
は
訪
問
歯
科
診
療
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
色
々
な
制
度
を
利
用
し
て
い
つ
ま
で
も

食
べ
る
楽
し
み
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

気
に
な
る
方
は
、
歯
科
医
院
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
52
）
４
６
９
０
、
健
康
推
進
委
員
、
民
生
委
員
等
へ

ご
連
絡
を
。

文
責
：
尾
形
文
隆

性別

めす 307 151,265,000 1,121,000 492,720 282

300

292

444,346

465,146

659,000

1,121,000

180,849,000

332,114,000

407

714

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重

３月子牛せり市結果　期日：３月９日(金)～１０日(土) （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対２月分）

26,202円安値

10,269円安値

　20,409円安値

　
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど

の
各
分
野
で
顕
著
な
成
績
を
収
め
、
県
教
育
の
一
層
の
振
興
・
充
実
に

貢
献
し
た
個
人
・
団
体
を
「
い
き
い
き
教
育
活
動
表
彰
」
と
し
て
、
そ

の
功
績
を
称
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
本
町
か
ら
盈
進
小
学
校
の
宮
之
城
交
通
少
年
団
と
佐
志
小

学
校
の
東
翔
矢
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
盈
進
小
学
校

　
　
宮
之
城
交
通
少
年
団

　
宮
之
城
交
通
少
年
団
（
盈
進
小

５
・
６
年
生
）
は
、
県
下
で
最
も

早
く
結
成
さ
れ
、
毎
月
２０
日
の

「
交
通
安
全
の
日
」
の
立
哨
活
動

や
交
通
安
全
運
動
、
交
通
安
全
行

事
な
ど
で
、
結
成
以
来
継
続
的
に

学
校
や
地
域
で
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
、
長
年
の
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

■
佐
志
小
学
校

　
　
東
　
翔
矢
さ
ん

「
平
成
２２
年
度
土
砂
災
害
防
止
に

関
す
る
絵
画
・
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
、
大
雨
の
た
め
自
宅
の
崖

が
崩
壊
し
た
と
き
の
周
り
の
方
々

の
励
ま
し
や
工
事
が
進
む
様
子
、

防
災
の
た
め
に
日
頃
か
ら
気
を
つ

け
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
な
ど
を
表
現
し
、
国
土
交
通
省

事
務
次
官
賞
（
優
秀
賞
）
と
県
知

事
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
し
ま

し
た
が
、
そ
の
作
品
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

い
き
い
き
教
育
活
動
で
表
彰



ま
ち
の
園
芸
作
物
紹
介
⑥

マ
ン
ゴ
ー

さ
つ
ま
の

　
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

　
　
　
引
き
出
せ
！

《今月の現場写真》

■お問い合わせ先■

●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課
　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　土木建築課 道路建設第２係 
　　　　　　　　 ℡(0996)23-5289

～ 鶴田ダム再開発事業 ～

■広告掲載料　　～広告を掲載しませんか？広告主大募集！～

・広報さつま　１枠 １万円（縦6.0㎝×横8.5㎝）

・町公用封筒（定型封筒長型３号）１枠３万円（縦10.0㎝×横8.5㎝）

■詳しくは町ホームページをご覧ください。http://www.satsuma-net.jp/

広
　
告

広
　
告

合格おめでとう！松崎鉄史君(宮中)
超難関 国立高等工科学校

鹿県で２名合格 将来自衛隊の幹部へ

生徒募集　小・中学生
個別指導の徹底・経験豊かな指導者

さつま町宮之城屋地１５３８ 電話（５２）３９１９

盈 進 義 塾盈 進 義 塾

不動産のご相談は

信義・安全の当方へ

さつま町宮之城屋地１５３９－８
電話（５３）３３４６

携帯電話 ０９０（９７９４）８６２０

全国宅地建物取引業保証協会員
外国人法的保護情報指導者

しん　ぎ

空き家　買取り・管理致します空き家　買取り・管理致します

宮之城不動産宮之城不動産
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川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

【国土交通省関連工事】

　　　　  　　　(平成24年３月５日現在)

≪激特事業関連工事　計４件≫

①荒瀬地区　・築堤護岸工事

③虎居地区　・護岸工事

⑤柏原地区　・築堤護岸工事　２件

　　　　　　　　　　　　　　　　

≪鶴田ダム再開発事業関連工事　計５件≫

⑦神子地区

　・施設改造工事

　・上流仮締切工事

　・工事用道路関連工事

　・護岸工事

⑥鶴田地区

　・工事用道路関連工事

【北薩地域振興局関連工事】

　　　　　　(平成24年３月５日現在)

②山崎地区

　・護岸、築堤工事(３件)

　・山崎橋工事(５件)

④虎居、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事(３件)

　・宮之城橋工事(２件)

１
２

鶴田ダム
７

４

６

５

３

場所：ダム貯水池
　鶴田ダム貯水池では、潜水作業により堤体上流側に設置する仮締切用の台座工施工（土台を造る工事）を行っ
ています。　
　また、堤体下流右岸側では、引き続き増設減勢工（放流水の勢いを弱める施設）の基礎掘削及びコンクリート
打設を行っています。
　川内川河川事務所のＨＰでも、再開発事業の進捗状況を掲載しておりますので、ぜひご覧下さい。
【お知らせ】　現在、鶴田ダム堤頂の通行止めを行っており今後も続く予定です。通行止めの情報は下記のＵＲＬ
（鶴田ダム管理所ＨＰ）からも確認できます。http://www.qsr.mlit.go.jp/turuta/g1_damaccess/index.html

Ｈ24.2月航空写真Ｈ24.2月航空写真

Ｈ24.2月末 貯水池状況Ｈ24.2月末 貯水池状況

岩盤掘削状況 岩盤掘削状況 

品
種
や
特
徴

　
マ
ン
ゴ
ー
は
、
イ
ン
ド
又
は
マ
レ

ー
半
島
が
原
産
の
ウ
ル
シ
科
の
作
物

で
、
生
育
適
温
は
２４
～
３０
℃
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
は
、
栽
培
面
積
、
生
産

量
共
に
全
国
第
３
位
の
産
地
で
、
ブ

ラ
ン
ド
産
地
の
曽
於
地
区
、
日
置
地

区
、
さ
つ
ま
町
を
中
心
に
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
他
産
地
に

比
べ
秋
口
の
冷
え
込
み
が
早
く
花
の

咲
く
の
が
早
い
た
め
、
早
期
出
荷
が

可
能
な
こ
と
か
ら
、
ハ
ウ
ス
ミ
カ
ン

の
転
換
作
物
と
し
て
平
成
１２
年
に
栽

培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
面
積
拡
大
が
図
ら
れ
現

在
７
戸
で
約
１
ha
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
品
種
は
「
ア
ー
ウ
ィ
ン
」
で
、

１
つ
１
つ
ネ
ッ
ト
で
保
護
し
完
熟
し

て
自
然
落
下
し
た
も
の
を
収
穫
す
る

な
ど
手
間
を
か
け
て
栽
培
し
て
お
り
、

高
級
果
実
と
し
て
東
京
や
鹿
児
島
の

市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

安
心
安
全
へ
の
こ
だ
わ
り

　
　
　
お
い
し
さ
の
秘
密

　
北
さ
つ
ま
農
協
マ
ン
ゴ
ー
部
会

（
祝
迫
直
人
会
長
　
会
員
６
戸
）
で

は
、
消
費
者
の
安
心
と
信
頼
を
確
保

す
る
た
め
、
県
が
定
め
る
基
準
に
沿

っ
て
、
生
産
・
記
録
・
点
検
・
改
善

し
て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
「
か
ご

し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
」
制
度
を

取
得
し
、
安
心
安
全
で
環
境
に
優
し

い
栽
培
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
か
ら
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」

の
産
地
指
定
を
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
産
地
内
か
ら
の
み
出
荷

さ
れ
る
マ
ン
ゴ
ー
の
中
で
、
条
件
を

満
た
す
厳
選
マ
ン
ゴ
ー
「
夏
姫
」
が

さ
つ
ま
町
か
ら
も
出
荷
さ
れ
ま
す
。

大
切
な
人
へ
の

　
　
　
特
別
な
贈
り
物
へ

　
マ
ン
ゴ
ー
の
出
回
る
時
期
で
一
番

の
イ
ベ
ン
ト
に
母
の
日
が
あ
り
、
今

年
は
、
５
月
１３
日
で
す
。
母
の
日
に

は
、
日
頃
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
町
内
産

マ
ン
ゴ
ー
「
夏
姫
」
を
是
非
、
贈
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
政
課
　
農
産
園
芸
係

　
　
　
　
（
内
線
２
４
２
４
）

色
づ
い
た
完
熟
マ
ン
ゴ
ー

▲

新
規
認
定
農
業
者

　
　
　
　
の
紹
介

新
規
認
定
農
業
者

　
　
　
　
の
紹
介

新
規
認
定
農
業
者

　
　
　
　
の
紹
介

　
３
月
１４
日
、
役
場
町
長
室
に

お
い
て
、
２
名
の
方
が
認
定
農

業
者
に
認
定
さ
れ
、
農
業
経
営

改
善
計
画
認
定
書
の
交
付
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
認
定
農
業
者
数
は
、

３
月
１４
日
現
在
で
個
人
経
営
体

１
９
５
、
組
織
経
営
体
３２
、
合

計
２
２
７
経
営
体
で
す
。

　
認
定
農
業
者
に
対
し
て
は
、

関
係
機
関
が
各
種
支
援
策
を
集

中
的
・
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

（
平
成
24
年
３
月
14
日
認
定
）

柏原 

生産牛＋水稲

優良雌牛の生産に
努めて、安定した
経営を目指します

軸屋文章 (54歳)

船木 

茶

目標達成に向けて

一生懸命頑張ります

宮脇一郎 (56歳)

(有)宮脇製茶工場
代表取締役氏　　名

(敬称略)

居住地区

経営作目

意気込み

岩盤掘削施工中

上流締切台座工施工中



No．6さつま町よかとこファイル

■くらしの情報 ●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

町
民
課
　
町
民
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
２
５

山
紫
水
明
の
里

温
泉
裏
に
は
清
流
「
き
ら
ら
川
」
が
流
れ
、

遊
歩
道
で
散
策
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

鉄分を含んだ透明な湯でお肌は
つるつるすべすべに・・・

℡52-3102 合宿もできます

さつま町白男川892 (北薩広域公園より車で３分)所

２００円料

AM10：00～PM9：00営

火曜日 休

詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

ちくりんスタンプ会イベント情報ちくりんスタンプ会イベント情報
スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

スタンプシール

有効期限

平成24年４月30日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

タクシーチケット
(1,500円)
台紙２冊
と交換

新幹線
出水⇔博多
台紙18冊
と交換

新幹線
川内⇔鹿児島
台紙５冊
と交換

ゴミ袋(２袋)
台紙１冊
と交換

診療科

内　科 神 野

益 崎

緒 方

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 平 木林 田 林 田

緒 方 緒 方 緒 方 大 学

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

薩摩郡医師会病院診療案内 (H23.12.16～)

＊50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が、3,150円で受診できます！
　　　　　　　　　　　　　　　担当：外川内　(TEL0996-53-0326)

広
　
告

広
　
告

広
　
告

広
　
告

パソコンを触ったことがない方でもＯＫ！

シニア向け 親子向け親子向け 資格取得コース

各種コース有
インターネット相談・パソコン修理・ホームページ作成・
入力代行もいたします。お気軽にお問い合わせください。

宮之城屋地１５０５－３

２９-３９００
株式
会社エス・テー・ラボ

わくわくわくわく

パソコンパソコンくらぶくらぶ

生徒
募集
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「再生可能エネルギーの

固定価格買取制度が始まります」
　平成２４年７月から「再生可能エネルギーの固定価格買

取制度」が始まります。この制度は、太陽光の余剰電力に

限定している現行の制度を他の再生可能エネルギー（風

力・中小規模の水力・地熱・バイオマスなど）にも拡げ、

再生可能エネルギーの電気を電力会社が高く買い取ること

により普及を目指すものです。

　固定価格買取制度では、住宅用の太陽光発電については、

今までと同様に使われずに残った電気を買い取られること

になります。

　事業所用の太陽光発電及びその他の再生可能エネルギー

については、発電した電気全てを買い取られることになり

ます。買取りの金額や期間は、毎年度見直されます。

　固定価格買取制度を通じて「賦課金」という形で電気料

金の一部として位置づけられ、電気を使用される方全員に

負担が生じることになります。

　賦課金は、家庭等で使用された電気量（ｋｗｈ）に国が

定めた全国一律の単価を掛けたものになります。

　再生可能エネルギーの固定価格買取制度開始に伴い、ご

負担が生じますが，ご理解とご協力をお願いします。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
経
済
産
業
省
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　
電
話
（
03
）
３
５
０
１-

２
３
４
２

　木造住宅の耐震診断・耐震改修工事の補助金制度を創設

しました。（昭和５６年５月３１日以前に着工された木造

住宅に対する補助制度です。） 

　さつま町では、「さつま町建築物耐震改修促進計画（平

成２１年４月）」を策定し、また「地震防災マップ（平成

２２年４月）」を作成して全世帯に配布・啓発をおこない、

住宅等の耐震化の向上を目標に安全で安心して住めるまち

づくりを進めています。 

　地震による木造住宅の倒壊等の被害を防ぎ、安全な建築

物の整備を促進するために耐震診断及び耐震改修工事の費

用に対し、予算の範囲内において補助金を交付します。 

【募 集】平成24年度分 

・耐震診断　募集棟数・・・・３棟 

・耐震改修　募集棟数・・・・１棟

※募集棟数に達した時点で締め切ります。 

※概に耐震診断を終えている場合は対象外となります。 

※リフォームを一緒に行う場合は、耐震改修工事部分のみの補助と

　なります。

なお、耐震改修工事費は工事の内容、規模などによって異なります。

木造住宅の耐震診断・耐震改修工事補助金のご案内 

あなたの家は安全ですか? 

●
年
金
相
談

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

　
年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す
の

で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び
質

問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
４
月
１８
日
（
水
）
ま
で
に

相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
配
偶

者
氏
名
（
旧
姓
）
・
基
礎
年
金

番
号
・
相
談
内
容
等
を
役
場
本

庁
町
民
課
町
民
係
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予
約

し
た
１０
分
前
に
は
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務
所

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な

お
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
と

委
任
を
受
け
た
方
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類
（
免
許
証

等
）
が
必
要
で
す
。

○
相
談
日
時

　
平
成
２４
年
４
月
２６
日
（
木
）

　
午
前
９
時
４０
分
か
ら
午
後
３

　
時
４０
分
ま
で

○
相
談
会
場

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

○
申
込
期
日

　
平
成
２４
年
４
月
１８
日
（
水
）
ま
で

○
申
込
先
　
町
民
課
　
町
民
係

　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
５
）

●
国
民
年
金
の
手
続
き
を

　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く
！

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は

国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
で
す
。

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、

厚
生
年
金
か
ら
国
民
年
金
（
第

１
号
被
保
険
者
）
へ
の
変
更
の

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
た
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
（
第
３
号
被
保
険
者
）

の
方
も
、
第
１
号
被
保
険
者
へ

の
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
年
金
手
帳
、
退
職
が
確
認
で

き
る
書
類
、
印
鑑
を
お
持
ち
の

う
え
、
役
場
町
民
係
ま
た
は
川

内
年
金
事
務
所
へ
「
国
民
年
金

被
保
険
者
種
別
変
更
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
２４
年
度
の
国
民

年
金
の
保
険
料
（
定
額
）
は
、

月
額
１
４
，
９
８
０
円
で
す
。

●
学
生
の
皆
様
へ

　
２０
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、

学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
で
き

ま
す
。
こ
の
申
請
が
承
認
さ
れ

る
と
、
平
成
２４
年
度
の
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
中
の
怪
我
や

病
気
で
、
障
害
が
残
っ
た
場
合

等
、
障
害
の
状
態
等
に
よ
り
障

害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
申
請
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は

年
金
手
帳
、
学
生
証
を
お
持
ち

の
う
え
、
役
場
年
金
係
ま
た
は
、

川
内
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
２４
年
１
月
末
ま

で
に
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

さ
れ
た
方
に
は
申
請
書
（
ハ
ガ

キ
）
が
届
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ
る

方
で
平
成
２４
年
度
も
学
生
納
付

特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

必
ず
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
平
成
２３
年
度
の
学
生
納
付
特

例
に
つ
い
て
も
、
４
月
２７
日
ま

で
は
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
申
請
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
柊
野
区
に
は
３
つ
の
田
の

神
（
田
の
神
さ
あ
）
が
あ
り

ま
す
。
「
田
の
神
さ
あ
」
は

１
７
０
０
年
頃
に
誕
生
し
た

も
の
で
あ
り
、
農
業
の
指
導

者
と
し
て
の
神
職
や
僧
侶
に

感
謝
し
、
同
時
に
増
産
、
満

腹
、
楽
し
み
と
い
っ
た
自
分

た
ち
の
祈
り
を
表
現
し
て
い

る
神
様
で
す
。

　
柊
野
区
で
も
稲
作
を
行
っ

て
い
る
農
家
が
多
く
、
「
田

の
神
さ
あ
」
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
毎
年
た
く
さ
ん
の
お
米

が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
９
月
23
日
の

秋
分
の
日
に
は
「
柊
野
ひ
が

ん
花
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、

田
の
神
さ
あ
を
は
じ
め
、
金

明
竹
、
仏
飯
講
な
ど
あ
ら
ゆ

る
史
跡
の
ガ
イ
ド
を
柊
野
小

学
校
の
児
童
が
行
っ
て
い
ま

す
。
　
柊
野
に
お
越
し
の
際
は
是

非
３
つ
の
「
田
の
神
さ
あ
」

を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

柊
野
「
田
の
神
さ
あ
」

た

か
ん

●柊野小学校

田の神③★

田の神②★

★田の神①

●柊野下公民館

●柊野上公民館

至 紫尾↓

田
の
神
③

▲

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は

　
　
　
　
役
場
町
民
課
へ

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
の
窓

口
は
役
場
町
民
課
（
本
庁
）
に
な
り

ま
す
。
町
内
の
方
は
、
県
の
パ
ス
ポ

ー
ト
窓
口
を
原
則
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
町
民
課
　
町
民
係

福
祉
課
　
福
祉
障
害
係 

別
府
　
政
志

障
害
者
福
祉
事
務
に
関
す
る

担
当
を
し
て
い
ま
す
。
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健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

 

　
　
　
　
内
線
２
１
４
４

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
４

税
務
課 

収
納
第
１
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
１
３

税
務
課 

町
民
税
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
１
２

税
務
課 

資
産
税
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
１
５

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
５

町長交際費執行状況

(２月分)

町
長
コ
ラ
ム

●
２
月
の
火
災
・
救
急
情
報

○火 災 ○救 急

◆出動件数　  92件

　運んだ人  　81人

◆内 訳

　急　病 　48件 43人

　交通事故 10件  8人

　その他　 34件 30人

◆発生件数　2件

◆内訳

　建　物　　2件

●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
４
・
５
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
22
．
８
生
）
健
診

　
４
月
１８
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
８
生
）
育
児
相
談

　
４
月
２０
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児
（
Ｈ
21
．
２
生
）
健
診

　
４
月
２５
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
児
健
や
か
健
康
相
談

　
　
　
　
（
Ｈ
22
．
４
生
）

　
５
月
１０
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
６
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
21
．
10
生
）
健
診

　
５
月
１０
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
５
月
１１
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
１０
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
12
生
）
健
診

　
５
月
９
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
４
月
２３
日
（
月
）

　
５
月
１４
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持

ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
４
月
１８
日
（
水
）

　
４
月
２５
日
（
水
）

　
５
月
１０
日
（
木
）
　

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　
５
月
１
日
（
火
）

　
５
月
８
日
（
火
）

　
５
月
１５
日
（
火
）

　
５
月
２２
日
（
火
）

　
５
月
２９
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　
５
月
１８
日
（
金
）

　
５
月
２５
日
（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
え
ほ
ん
の
森
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
見
学
コ
ー
ス

　
４
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
出
発

■
さ
わ
や
か
春
風
コ
ー
ス

　
４
月
２８
日
（
土
）
午
前
８
時

　
秋
葉
グ
ラ
ウ
ン
ド
出
発

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
等
縦
覧

　
平
成
２４
年
度
の
固
定
資
産
税

課
税
台
帳
な
ど
の
縦
覧
を
下
記

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
課
税

台
帳
の
写
し
の
交
付
は
有
料
で

す
。
　
な
お
、
本
人
の
場
合
は
印
鑑
、

代
理
人
の
場
合
は
、
印
鑑
と
委

任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
期
間

　
平
成
２４
年
４
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
～
５
月
３１
日
（
木
）

 

た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
、
祝

　
日
は
除
き
ま
す
。

■
時
間

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

■
場
所

　
本
庁
税
務
課
資
産
税
係
及
び

　
各
支
所
税
務
係

●
軽
自
動
車
の
減
免

　
４
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納

期
月
で
す
が
、
身
体
障
害
者
手

帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
精
神
障

害
者
福
祉
手
帳
及
び
療
育
手
帳

の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
や
身
障
者
用
構
造
改
造

車
の
所
有
者
は
、
一
定
要
件
を

満
た
す
場
合
に
限
り
、
申
請
に

よ
っ
て
当
該
年
度
の
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
減
免
申
請
は
、
納
付
書
と
一

緒
に
身
障
者
手
帳
等
・
運
転
免

許
証
・
車
検
証
・
印
鑑
を
持
っ

て
、
４
月
２４
日
（
火
）
ま
で
に

左
記
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
、
減
免
を
受
け
ら
れ
た

方
も
申
請
が
必
要
で
す
。
（
毎

年
手
続
き
が
必
要
で
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
場
所

　
本
庁
税
務
課
（
町
民
税
係
）

　
　
　
　
（
内
線
２
１
１
２
）

　
鶴
田
支
所
（
税
務
係
）

　
　
　
　
（
内
線
４
２
１
４
）

　
薩
摩
支
所
（
税
務
係
）
　

　
　
　 

 

（
内
線
６
１
１
５
）

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
軽
自
動
車
税

【
納
期
限
５
月
１
日
】

●
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　
障
害
の
あ
る
方
を
扶
養
し
て

い
る
保
護
者
が
、
自
ら
の
生
存

中
に
毎
月
一
定
の
掛
金
を
納
め

る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
に
万

一
（
死
亡
・
重
度
障
害
）
の
こ

と
が
あ
っ
た
と
き
、
障
害
の
あ

る
方
に
終
身
一
定
額
の
年
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
掛
金
月
額
…
加
入
者
の
年
齢

に
よ
り
１
口
あ
た
り
９
，
３
０

０
円
～
２
３
，
３
０
０
円

　
加
入
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁 

福
祉
課 

福
祉
障
害
係

　
　
　
　
（
内
線
２
１
３
４
）

　
鶴
田
支
所
　
保
健
福
祉
係

　
　
　
　
（
内
線
４
１
１
３
）

　
薩
摩
支
所
　
保
健
福
祉
係

　
　
　
　
（
内
線
６
１
２
２
）
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がんばれ 認定農業者!!　シリーズ71

　松崎照夫さんは、平成８年３月に認定農業者として

認定されました。

　20歳の頃から就農され、現在、奥さんと二人でお茶

5.2haを経営されています。

　農業は「忙しさが時期によって違うので、重なる時

期は労働力の配分に苦慮しているが、反面自分の思う

ように経営できる」と魅力を話されます。

　仕事の合間には趣味の魚釣りにも出かけられます。

「認定農業者の研修会などは情報を得ることができる

のでためになっています、今後はお茶の適採作業の省

力化を図っていきたい」と抱負を話してくださいまし

た。

町長の動静 （平成24年２月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

日
髙
政
勝

健
康
づ
く
り

松 崎 照 夫さん 56歳

ま つ ざ き て る お

さつま町船木

ひと・自然　元気かがやくひと・自然　元気かがやく

　
近
年
、
生
活
水
準
が
向
上
す
る

と
と
も
に
医
学
・
医
療
も
進
歩
し
、

人
生
80
年
時
代
と
い
わ
れ
る
長
寿

社
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
生
活
習
慣
の
欧

米
化
や
機
械
化
に
よ
る
運
動
不
足

に
よ
り
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
疾

患
な
ど
の
「
生
活
習
慣
病
」
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

健
康
で
楽
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

「
健
康
づ
く
り
推
進
の
町
」
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。

　
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
ら
な

い
で
長
生
き
す
る
、
つ
ま
り
健
康

寿
命
を
い
か
に
延
長
で
き
る
か
、

そ
の
た
め
に
は
「
栄
養
、
運
動
、

休
養
」
三
本
柱
と
と
も
に
定
期
健

診
の
予
防
対
策
が
必
要
で
す
。

　
今
や
健
康
志
向
は
い
や
が
上
に

も
高
ま
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
様
々
実
践

さ
れ
る
方
が
と
て
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
楽
し
く
続
け
て
い
く
こ
と

が
健
康
づ
く
り
の
秘
訣
と
思
い
ま

す
。

　
新
年
度
か
ら
、
特
定
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
し
、
抽
選
に

よ
る
褒
章
を
行
っ
て
、
受
診
率
向

上
と
自
主
的
活
動
を
促
進
し
、
生

涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
資
し

て
ま
い
り
ま
す
。

２
月
１
日

　
　
３
日

　
　
４
日

　
　
６
日

　
　
７
日

　
　
８
日

　
　
９
日

　
　
10
日

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
16
日

　
　
17
日

　
　
19
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
22
日

　
　
23
日

　
　
24
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

（
水
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

朝
会
　
▽
川
薩
地
区
税
務
協
議
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

平
成
24
年
度
予
算
復
活
要
求
町
長
査
定
　
▽
中
津
川
区
公
民
館
役
員
と
の
新
春
放
談
会

村
づ
く
り
表
彰
受
賞
祝
賀
会
（
久
富
木
区
公
民
館
）

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
（
大
阪
市
場
～
京
都
市
場
役
員
と
の
意
見
交
換
会
）

大
阪
中
央
青
果
市
場
朝
せ
り
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
（
大
阪
市
）

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
（
東
京
都
）
▽
企
業
訪
問
活
動
（
神
奈
川
県
）

企
業
訪
問
活
動
（
東
京
都
～
栃
木
県
）
▽
関
東
さ
つ
ま
会
交
流
会

東
武
百
貨
店
開
店
50
周
年
記
念
大
鹿
児
島
展

　
　
　
　
（
さ
つ
ま
町
観
光
・
特
産
品
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
　
東
京
都
）

２
市
１
町
（
日
置
市
・
曽
於
市
・
さ
つ
ま
町
）
も
の
づ
く
り
企
業
交
流
会

二
渡
ホ
タ
ル
舟
総
会

永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

３
役
調
整
会
議
　
▽
町
土
地
改
良
区
役
員
と
の
意
見
交
換
会

地
域
高
規
格
道
路
「
薩
摩
道
路
」
通
り
初
め
式
及
び
開
通
式
典

町
水
道
運
営
委
員
会
　
▽
立
地
企
業
社
長
と
の
面
談

鹿
児
島
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
議
員
全
員
協
議
会
（
鹿
児
島
市
）

会
計
実
地
検
査
対
応
　
▽
鹿
児
島
県
町
村
会
定
期
総
会
ほ
か
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
土
地
改
良
連
合
会
連
絡
協
議
会

薩
摩
中
央
高
校
を
育
て
る
会
　
▽
茶
生
産
協
会
総
会

町
民
大
会
　
▽
国
土
交
通
大
臣
河
川
激
特
事
業
現
場
視
察
対
応

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

臨
時
議
会

立
地
協
定
調
印
式
（
サ
ト
ウ
精
工
）
▽
入
札

市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
総
会
（
東
京
都
）

春
季
火
災
予
防
運
動
訓
練
式

地
域
審
議
会
（
薩
摩
地
区
）

鹿
児
島
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
厚
生
会
理
事
会
・
組
合
会
ほ
か
（
鹿
児
島
市
）

地
域
審
議
会
（
鶴
田
地
区
）
▽
地
域
審
議
会
（
宮
之
城
地
区
）

県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会
解
団
式
（
薩
摩
川
内
市
）

・２月３日 4,787円

中津川区公民館役員との
意見交換会時

・２月19日 8,155円

町民大会講師御礼（地元産品）

・２月４日 5,000円

村づくり全国表彰受賞
祝賀会時

・２月23日 65,565円

県かごしま遊楽館との意見交換
及び町ＰＲ時地元農産物ほか

・２月29日 4,494円

県下一周駅伝競走大会
川薩チーム解団式時

・２月19日 6,025円

国土交通大臣ほか河川激特
事業現場視察時



1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２３年４月２日生

ちゃん

れ なあ り ま

有馬伶菜

戸子田 公民会

両親から一言

が

ん

ば

れ

！

ス

ポ

ー

ッ

少

年

団

⑨

父　正　敏　さん
母　留　美　さん

すくすく

　　元気に育ってね！

平成２３年４月２日生

ちゃん

こ こひ と つ き

一ツ木煌心

諏訪下 公民会

父　史　之　さん
母　理　央　さん

１歳おめでとう

　　元気に育ってね！

両親から一言

毎
月
第
３
土
曜
日
は

「
青
少
年
育
成
の
日
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は

　
　
　
「
家
庭
の
日
」

さつまの日

２
月
16
日
～
３
月
15
日
届
出
分
（
13
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

２
月
16
日
～
３
月
15
日
届
出
分
（
37
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

22広報さつま23 広報さつま

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

盈進女子バレーボールスポーツ少年団

　
盈
進
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
６
年
生
６
人
、
５
年
生
２
人
、
４
年

生
６
人
、
３
年
生
８
人
の
計
２２
人
で
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
去
る
３
月
４
日
、
こ
の
チ
ー
ム
を
１９
年
間

の
永
い
間
一
生
懸
命
指
導
さ
れ
て
き
た
松
永

和
已
監
督
が
他
界
さ
れ
る
と
い
う
悲
し
い
出

来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
は
突
然
の
訃
報
に
悲
し
み
に
暮
れ

ま
し
た
が
、
翌
週
の
試
合
で
は
喪
章
を
つ
け

て
出
場
し
、
松
永
監
督
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

　
後
任
の
代
表
指
導
者
に
な
っ
た
有
馬
斉
希

さ
ん
（
２０
）
は
、
故
松
永
監
督
と
一
緒
に
、

コ
ー
チ
と
し
て
昨
年
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
有
馬
さ
ん
は
、
「
人
数
が
多
い
の
で
一
人

ひ
と
り
が
し
っ
か
り
練
習
で
き
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
区
別
を
し

っ
か
り
し
て
楽
し
く
・
厳
し
く
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
ま
た
、
バ
レ
ー
を
通
じ
て
礼
儀
な
ど
を

し
っ
か
り
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
留
意
し

て
い
ま
す
」
と
指
導
方
針
を
話
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
「
教
え
た
分
だ
け
成
長
し
て
い
く

姿
を
見
る
こ
と
に
少
年
団
指
導
の
魅
力
を
感

じ
ま
す
。
指
導
し
て
間
も
な
い
で
す
が
、
指

導
方
法
な
ど
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は

地
区
優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
盈
進
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
盈
進
小
学
校
６
年
の
濵

田
亜
美
佳
さ
ん
は
「
私
は
４
年
生
か
ら
入
団

し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
部
員
２２

名
を
ま
と
め
る
の
は
と
て
も
大
変
で
し
た
が

楽
し
く
活
動
で
き
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
、

し
っ
か
り
と
『
志
』
を
持
っ
て
頑
張
り
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

創
立
19
年
目
の
悲
し
い
出
来
事

Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
区
別
を
！

　
楽
し
く
・
厳
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
！

中
学
校
で
は
し
っ
か
り
と

　
「
志
」
を
持
っ
て
頑
張
り
た
い
！

（
記
事
は
平
成
24
年
３
月
現
在
の
内
容
で
す
）

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
さ
つ
ま
更
正
保
護
女
性
会

・
シ
ル
バ
ー
園
芸
教
室

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場
　
上
之
原
純
夫

松
永
　
和
已
　
45
　
東
町

中
島
　
重
志
　
86
　
新
町

久
留
須
恭
子
　
77
　
種
子
田

久
保
　
勝
見
　
83
　
北
原

吉
井
　
永
髙
　
84
　
下
平
川

白
石
ミ
ツ
ミ
　
82
　
弓
之
尾

諏
訪
　
廣
子
　
73
　
弓
之
尾

鬼
塚
　
益
男
　
79
　
大
俣

村
田
　
義
弘
　
29
　
轟
原

宮
本
　
勝
男
　
74
　
城
之
口

長
福
　
正
治
　
84
　
荒
瀬

白
石
　
堅
一
　
85
　
尾
原

城
戸
ミ
チ
ヱ
　
90
　
櫃
ヶ
迫

大
囿
ト
ヨ
子
　
94
　
船
木
東

有
村
　
繁
子
　
80
　
西
湯
田
原

母
ケ
野
　
晶
　
84
　
上
平
川

宮
﨑
　
フ
ヂ
　
83
　
上
仲
町

男男男男男男男 女女男女女 女

か
み
ま
き
せ

り

お

わ

か

も

り

な

か

ま

ゆ

う

ひ

さ
こ
ん
じ
ゅ
う

り

ゅ

う

と

う

じ

ょ

う

は

る

と

た

に

や

ま

り

き

と

ど

う

ぞ

の

れ

お

ど

う

ぞ

の

り

お

つ

だ

ま

ほ

鹿児島県パーキングパーミット制度の「協力施設」募集！

　身障者用駐車場利用証制度（パーキングパーミッ

ト制度）は、県が設定した身障者用駐車場の利用基

準に基づき、対象者に利用証を交付し、県と各施設

で協定を締結した駐車場において、利用証を車に表

示することで、利用が適正であることを示すととも

に、真に必要としている人のために駐車スペースの

確保を図る制度です。

　さつま町内では、平成２４年２月２９日現在４９

施設様に、ご協力をいただいています。

　当制度の趣旨をご理解の上、ご協力していただける場合は、鹿児島県北薩

地域振興局パーキングパーミット制度担当者へ、ご連絡ください。

ご協力して頂くための協定書と協力施設一覧表について、ご説明いたします。

鹿児島県と協定書を締結後に、協定書の１部（協力施設一覧表を含む）、及

び、「案内表示用ステッカー」を送付します。

　なお、協定書締結後は鹿児島県ホームページ等へ「協力施設」として紹介

いたします。

ご連絡先：鹿児島県 北薩地域振興局 保健福祉環境部

　　　　　地域保健福祉課　パーキングパーミット制度担当者

　　　　　　　　　　　　　電話　０９９６－２３－３１６６

P

上
牧
瀬
　
梨
　
央
　
　
　
将
　
寛
　
湯
田
下

津
　
田
　
真
　
穂
　
　
　
　
進
　
　
求
名
町

若
　
森
　
夕
　
陽
　
　
　
佑
　
紀
　
京
塚
原

中
　
間
　
あ
い
り
　
　
　
あ
ゆ
み
　
一
ツ
木

左
近
允
　
琉
　
海
　
　
　
健
　
二
　
一
ツ
木

東
　
條
　
陽
　
翔
　
　
　
弘
二
朗
　
虎
居
大
角

谷
　
山
　
力
　
斗
　
　
　
博
　
一
　
湯
之
元

堂
　
囿
　
伶
　
桜
　
　
　
竜
　
也
　
北
方
町

堂
　
囿
　
里
　
桜
　
　
　
竜
　
也
　
北
方
町

別
　
府
　
蒼
　
介
　
　
　
弘
　
教
　
湯
田
上

永
　
江
　
優
　
都
　
　
　
　
　
美
　
城
之
口

下
副
田
　
　
碧
　
　
　
　
元
　
気
　
西
町

水
　
流
　
心
　
音
　
　
　
泰
　
貴
　
轟
原

原
田
　
益
雄
　
93
　
上
平
川

岩
元
　
ヨ
ネ
　
95
　
高
嶺

松
ケ
野
良
全
　
88
　
山
崎
中

田
野
ミ
エ
子
　
86
　
東
町

米
盛
ス
ミ
エ
　
86
　
城
之
口

花
北
　
貞
二
　
63
　
虎
居
町

栗
野
　
忠
記
　
57
　
上
川
口

末
吉
達
　
郎
　
80
　
二
渡

森
山
　
ヨ
子
　
96
　
新
岩
元

岸
良
サ
ツ
ミ
　
84
　
中
央

森
山
　
正
文
　
71
　
須
杭

上
川
畑
富
男
　
62
　
大
願
寺

永
德
ス
ミ
エ
　
84
　
二
渡

山
下
マ
ツ
ヱ
　
89
　
戸
子
田

別
府
ノ
シ
子
　
89
　
船
木
西

中
村
ナ
ミ
エ
　
86
　
弓
之
尾

春
田
セ
ツ
子
　
85
　
西
町

原
口
　
タ
ミ
　
81
　
尾
原

鍋
田
　
高
義
　
86
　
川
原
町

中
　
　
益
男
　
80
　
金
山

べ

っ

ぷ

そ

う

す

け

な

が

え

ゆ

と

つ

る

こ

こ

ね

し

も

そ

え

だ

あ

お

い
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編
集
と
発
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鹿
児
島
県
薩
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つ
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役
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務
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０
９
９
６
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５
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ー
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１
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（
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線
２
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１
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）
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お り こ の み う み

折小野 未海 さん
山崎小学校６年

　８日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１５日　ぎんざ薬局求名店　 ３１－６５００

２２日　タバタ薬局　　　２１－３３４４

２９日　さし薬局　　　　２１－３６１０

３０日　とどろ薬局　　　５２－２５２５

　３日　うさぎ薬局　　　５２－４１１６

　４日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

　５日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

　６日　みやんじょ薬局　５２－４６５０

１３日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,718人（- 13人） 

　男　　10,993人（-  3人）

　女　　12,725人（- 10人）

    世帯数　9,933世帯

 転入    57人　転出   44人

 出生　  13人　死亡   39人

 （平成24年３月１日現在）

     （　）は前月対比

　８日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

１５日　益嵜医院　　　　　　５７－００１０

２２日　海江田医院　　　　　５３－０００６

２９日　てらだ内科ｸﾘﾆｯｸ 　　２１－３２３２

３０日　小緑内科　　　　　　５２－１６７６

　３日　相良医院　　　　　　５３－０１６０

　４日　稲津病院　　　　　　５２－３３５５

　５日　鬼丸整形外科　　　　５６－８８１１

　６日　木原医院　　　　　　５２－２７００

１３日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

食べた人を幸せな気持ちにしたい！
私の将来の夢は、パティシエになることです。テレビでとてもき

れいなスィーツを作っているのを見て、「私もこんなスィーツを

作りたい！」と思いました。私はおかし作りが大好きで、家でク

ッキーやチョコを作りますが、テレビで見るようにきれいに作れ

ません。だから、きれいなおかしを作る人にあこがれます。

いつか、食べた人が幸せな気持ちになるようなスィーツを作りた

いです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。
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